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研究成果の概要（和文）：本研究では、同じ人物の顔を複数回呈示する単純接触効果のパラダイムとfMRI
（functional magnetic resonance imaging）を併用した検討を行った。本研究では、顔を意識できる場合（閾
上呈示条件）と顔を意識できない場合（閾下呈示条件）それぞれにおいて同一の顔を複数回提示し、顔に対する
選好がどの脳領域において表象されているか検討した。閾上呈示条件における選好に関わる脳領域を検討した結
果、眼窩前頭皮質、腹側線条体及び後方領域の関与が示唆された。閾下呈示条件における選好に関わる脳領域を
検討した結果、背内側前頭前野及び前部帯状回の関与が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In the present study, we have investigated neural mechanisms associated with
 preference formation for faces that are repeatedly presented in supraliminal or subliminal fashion,
 by combining functional magnetic resonance imaging (fMRI) and a technique called mere exposure 
paradigm. We found that the orbitofrontal cortex, ventral striatum, and early visual cortices are 
associated with supraliminal mere exposure effect, whereas the dorsomedial prefrontal cortex and 
anterior cingulate cortex are associated with subliminal mere exposure effect.

研究分野： 認知神経科学

キーワード： 脳機能画像法　選好

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

近年の神経科学研究の進展に伴い、人の社

会性に関わる認知・神経科学研究が著しく増

加している。最近では、他者の顔の認知に関

わる神経メカニズムについても多くの研究

が報告されるようになってきた (e.g., 

Thomas et al., 2009, Nat Neurosci; 

Gauthier et al., 1999, Nat Neurosci; 

Kanwisher et al., 1997, J Neurosci)。こ

うした他者の顔に対する認知の神経メカニ

ズムの研究は、人の社会性の理解につながる

だけではなく、発達障害に代表されるコミュ

ニケーション障害の病態機序を明らかにし

ていくという観点からもその重要性が高く、

年々注目が高まっている。研究代表者はこれ

まで人の社会的認知の中でも特に、他者の顔

に対する選好とその背景に存在する価値表

象プロセスに着目し、研究を行ってきた。選

好とは、自分にとって好ましい対象を複数の

中から選び出すプロセスであり、母子間の愛

着形成や配偶者選択などにおいても重要な

役割を果たす認知機能である。選好を形成す

るには、あらかじめ各々の対象に対する好ま

しさを主観的な価値として脳内で表象する

プロセスが必要となる (Kable and Glimcher, 

2009, Neuron)。この過程は価値表象プロセ

スと呼ばれ、fMRI を用いた研究から、腹内

側前頭前野や背内側前頭前野が、この価値表

象プロセスに役割を果たしていることが明

らかにされている (Ito et al, 2015, Hum 

Brain Mapp; Levy et al, 2011, J Neurosci; 

Lebreton et al, 2009, Neuron)。しかしな

がら、価値表象プロセスについて検討した過

去の脳機能画像研究の多くは、金銭や商品を

実験刺激として用いているため、他者の顔に

対する価値表象プロセスにおける、これらの

脳領域の役割は未だ十分に明らかにされて

いない。また、それらの先行研究は人の購買

行動に伴う価値判断に関わる認知・神経メカ

ニズムを検討してきたため、対象に対して意

識的に判断を下す際の価値表象プロセスに

注目が集中していた。一方、心理学では無意

識的な情報処理プロセスが人の選好と密接

に関わっていることが明らかにされており 

(Karremans et al, 2006, J Exp Soc Psychol; 

Shimojo et al, 2003, Nat Neurosci)、他者

の顔に対する価値表象プロセスが、意識下で

も役割を果たしている可能性が示唆されて

きた。意識的な価値表象と無意識的な価値表

象の神経基盤について研究代表者が行った

過去の研究から、顔を意識できる場合には腹

内側前頭前野が、顔を意識できない場合には

背内側前頭前野が、それぞれ独立に選好に関

わる価値を表象することが明らかとなった 

(Ito et al, 2015, Hum Brain Mapp)。しか

しながら、これらの領域が継時的にどのよう

なメカニズムで主観的価値を表象している

かについては未だ明らかにされていなかっ

た。 

 
２．研究の目的 

 本研究の目的は主に、顔を意識することが

可能な状態での単純接触（閾上単純接触効

果）と，顔を意識することが不可能な状態で

の単純接触（閾下単純接触効果）のそれぞれ

に関わる脳領域を明らかにすることである．

また、本研究の仮説は、閾上単純接触効果に

は腹内側前頭前野が関わっている一方、閾下

単純接触効果には背内側前頭前野が関わっ

ているというものである。 

 



３．研究の方法 

同じ人物の顔を複数回呈示する単純接触効

果のパラダイムとfMRI（functional magnetic 

resonance imaging）を併用した検討を行っ

た。本研究では、顔を意識できる場合（閾上

呈示条件）と顔を意識できない場合（閾下呈

示条件）それぞれにおいて同一の顔を複数回

提示し、顔に対する選好がどの脳領域におい

て表象されているか検討した。なお、閾下呈

示の手法として、continuous flash 

suppression と呼ばれる両眼視野闘争のメカ

ニズムを利用した手法（Tsuchiya and Koch, 

2005, Nat Neurosci）を用いた。本研究では、

アナグリフによって利き目（dominant eye）

に赤色の成分のみ、非利き目（non-dominant 

eye）には青色の成分のみが入力されるよう

にし、片目に顔の情報が入力されているにも

関わらず、その顔が意識されないようにした

（図１）。 

 

閾上呈示条件では、ノイズ刺激を呈示しない

ことで顔写真が意識されるようにした（図

２）。 

fMRI 撮像中にこの顔呈示課題を実施し、その

後 fMRI 撮像を行わない状態で、参加者は選

好判断課題を行った。その後、各々の参加者

が閾下呈示条件で顔が意識できていないこ

とも併せて確認した。脳機能画像の取得には

3テスラ MRI 装置を使用した。 

 

４．研究成果 

閾上呈示条件で顔が意識できている場合と、

閾下呈示条件で顔が意識できていない場合

の脳活動を比較した結果、両側の紡錘状回顔

領域近傍に有意な賦活が認められたことか

ら、閾上呈示条件においては顔が意識されて

いる一方、・閾下呈示条件では顔が意識され

ていないことが確認された（図３）。なお、

行動データでも確認済みである。 



閾上呈示条件における選好に関わる脳領域

を検討した結果、眼窩前頭皮質、腹側線条体

及び後方領域の関与が示唆された。また閾下

呈示条件における選好に関わる脳領域を検

討した結果、背内側前頭前野及び前部帯状回

の関与が示唆された。これらの結果は、閾下

単純接触効果と閾上単純接触効果に関わる

神経基盤が異なっている可能性を示唆して

いる。 
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